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母親と幼児のふれあいに及ぼす親子体操教室の影響
Thee島ctof a fitness program on the interaction between mothers and kindergarteners. 
富田寿人 1}，森恵美子 I)，藤原敬志 2}，芹沢佑亮 2)，板垣品行a
HおaωTOMITA，Emiko MORI， Takashi FUJIWARA， Yusuke SERIZAWA and Masayuki ITAGAKI 
Abstra抗: E且迎盤豆:To investigat正予thechange of interaction between mothers and 
kindergarteners by using a fitne湖 programdesigned for paren臼 andchildren. 盟室主担金:18
kindergarteners and their mothers participated in a fitness program for parents and children. 
The fitness program was carried out over 10 weeks， once a week for 60 minutes per se倒白n.On
pre andpost也tnessprograms， a survey was designed to ascertain how mothers interacted with 
theなchildren(methods and time) and how each mother's consciousness towards her child 
changed. .Qonclusion~: Due to the fitness program， importantly， mothers' consciousness with 




















































































































































































人 (28%)，r2人」が8人 (44%)，r3人」が5人 (28%)と
いう結果で，兄弟がいる家庭が意外に多い結果となった
問1・2では，教室に参加してし、る子供を中心とした家族構成を
尋ねた. r祖父がいるJが 18人中2人 (11%)，昨且母がいるJ
が1人(6%)と低し、値となった.また， r兄がし、るjが6人(33%)，
「姉がいるJが1人 (6%)，r弟がいるJが6人 (33%)，r~財宝
いる」が2人 (11%)だ、った.兄弟姉妹がいる子が， 18人中 13
人 (72%)と高し呼直を示すのに対し，祖父母がいる子は18人中
2人 (11%)とかなり低し、値を示した.兄昂姉妹の内訳を尋ねた
ところ， r兄が2人いる」が 13人中2人 (11%)，r兄が 1人い























主亘父 2 11 
祖母 6 
父 18 100 
母 18 100 
見 6 33 
姉 6 
弟 6 33 
妹 2 11 
その他 。 。
兄2人 2 11 
兄1人 4 22 
姉1人 6 





(複数巨塔可). r食事中jが18人中 13人 (72%)，r入浴中J
が12人 (67%)，r就寝前」が 14人 (78%)，r時間が空いてい




ねた(複数巨塔PJ). r手を繁く1が18人中 15人 (83%)，r話
しているときに体の一部を触るJが11人 (61%)，r抱きしめるJ
が16人 (89%)，r一緒に寝る」が 16人 (89%)，r一緒に遊ぶJ









取ってし、なし、jが 1人 (6%)と， r一緒に食事を取ってし、るj
と答えた母和主ほとんどであった. i一緒iこ食事を取っているJ
と答えた母親に，いつの食事を一緒にとってし、るかを尋ねた(複
数回答可)ところ， r朝食JiJ'¥ 17人中15人 (88%)，r夕食jが
17人 (1∞%)， rその他lが6人 (35%)であった. rその他j
を選択した母親は全員， r休日のお昼も一緒Jと回答していた.
また，週にどのくらし、一緒に食事を取っているのかを尋ねたと












Vo1.18，2 0 1 0 
2-3-1いつの食事を一緒1:とっているか(fはいの人のみ)
司E根防 回答数(人) 回答率(%)
麟舎 15 88 
忌金 。 。
夕食 17 100 
干の伯 ヨ 18 
2・3-2週にf耳目一緒に食事をとっているか(flまい」の人のみ)
選択肢 回答数(人) 回答率(%)


























毎日 13 76 













るJが18人中 17人 (94%)，r一緒に寝ていなし、」が1人 (6%)
であった.r一精に寝ているJと答えた母親に，週にどのくらい
一緒に寝てし、るかを尋ねたところ， r毎日」が17人中13人(76%)，



















2人 4 22 
3人 7 39 
4人 2 11 















30分未満 2 1 
30分-60分未満 2 11 
60分-90分未満 3 17 
90分以上 1 61 
問2・8では子供の良く遊ぶ友人の数を尋ねた r1人Jが 18
人中6人 (6%)，r2人Jが4人 (22%)，r3人Jが7人 (39%)，
r4人Jが2人 (11%)，r5人Jが4人 (22%)，r6人jが1人
























間 1-1ではプログラムの参加回数を尋ねた. r7~8 回J が 16































































について尋ねた rずいぶん増えたJが16人中 1人 (6人)， r少





化につして尋ねた. r増えたJが 16人中6人 (38%)，r変わら






















































































Vo1.l8，2 0 1 0 
など，様々な場面で話をする機会や時間が増えたのではないの
かと予浪~する.また，ふれあい教室の話など，共通の話題が増
えたこともその大きな要因といえよう.
教室前に「外で一緒に遊んでいるカリとし、う質問にfI， ，~、えJ
と答えた母親が18人6人し、たが，いずれも子供が2人以上(被
験者の子供に兄弟姉妹がし、る)の家庭であった.その中で，被
験者の子供に兄がいると答えた母親が6人中5人おり，子供が3
人以上(被験者の子供に兄弟姉妹が 2人以上)いると答えた母
親が 4人いた.つまり，兄弟姉妹が多いと子供だけで外で遊ぶ
ことが多くなり，母親が一緒に子供と遊ぶことが少なくなって
いるのではないだろうか.また，兄がいる家庭が多いことから，
子供たちだけで遊んでいても遊びの質はより高いものになって
おり，運動量が豊富になっていると思われる.
子供と会話したり読み聞かせをすることだけでなく，遊んだ
り運動することはより大切なふれあいの1つである.rふれあ
う時間が足りているか」という質問に f足りていないJと答え
た母親5人のうち3人が「一緒に外で遊んでいなしリと答えて
いる.教室後に「一緒に遊ぶ時間が増えた」と答えた母親は16
人中8人であった.その8人中7人が r1回に遊泊輔が長く
なった」と答えていた.さらに， 8人中7人が「話をする時間が
増えた」と答えており， r孝恒詰古と比べてふれあう時間が増えたJ
と答えた母親6人全員が， r一緒に遊却摘が増えたJと答えた
8人の中に含まれていたつまり，ふれあし辱慢に参加したこと
で，話す時聞や緒に遊ぶ時間が増加し，親子のふれあう時聞
が土動日したという実感につながったものと考えられる.子供と
のふれあいの中で，一緒iこ遊ぶことそして運動することによる
肉併号なふれあし、は，子供の情緒安定のために役立つといわれ
ている.また、毅子で一緒に遊び，ふれあうことは，とても大
切な愛情表現にもなる8)
一方で， 2/3の母親はふれあいの時間が増大したとは実感し
ていない結果となったが，母親の子供とのふれあいについての
考えに変化が生じていたと思われる.それは「ふれあいで一番
大事だと思うこむという質問の結果を比べてみると， r体を使
って一緒lこ遊ぶjが17%から69%に， r行動を共にするjが6%
から63%へと大きく変化しているためである.教室に参加し，
体を使って子供とふれあうことで，子供とのふれあいで大切な
のは時間の長さだけではなく，行動を共にし，一緒に遊ぶこと
が大事だと考える母親が増えたということである.子供とのふ
れあいの時間が満足に取れない母親が多いが，短い時間といえ
ども満足できる方法が，このふれあい教室に参加したことで経
験し理解できたのではなb、かと考える.
8.結論
アンケート調査により，教室前の調査では1/3の母親が，子
供とのふれあう時聞が少ないと答えていたしかし，ふれあい
教室に参加することで，親子のふれあし、が f足りていなし、」と
答えた母親が減り， r十づ示足りている」と答えた母親が埠訪日した.
これは，ふれあい教室に参加することで，子供との共通の話題
が持て，子供と話をする機会が増えたり，家庭でも体を使って
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遊ぶことが増えたためではなし、かと考える.さらに，教室後の
調査で，ふれあいで大事なことは，体を使って遊んだ、り，運動
したりすることだと回答した母親が多くなった.したがって，
親子ふれあい教室によって，母親の子供とのふれあいに関する
意識が改善し，家庭生活の中での行動変容を招いたものと考え
る.
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